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市
井
の
人
の
思
い
を
現
代
に

　

映
画
の
テ
ー
マ
は
太
平
洋
戦
争
中
の

下
関
空
襲
。
米
軍
機
に
よ
る
市
中
心
部

へ
の
焼
夷
弾
投
下
で
３
０
０
人
以
上
の

犠
牲
者
が
出
た
。
監
督
・
脚
本
の
柴
口

勲
さ
ん
（
49
）
は
下
関
市
在
住
の
会

社
員
で
、
動
画
の
撮
影
や
編
集
が
趣

味
。
母
校
の
中
学
校
で
学
校
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
な
ど
の
制
作
に
当
た
っ
て
い
た

２
０
１
２
年
、
下
関
空
襲
直
後
の
惨
状

を
と
ら
え
た
写
真
の
存
在
を
知
り
、
こ

の
空
襲
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
を
作
り

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

 

「
プ
ロ
が
作
る
映
画
で
は
な
く
、
作
り

手
の
“
素
顔
”
が
見
え
る
作
品
に
し
た

い
」
と
構
想
を
練
っ
て
い
た
時
、
歴
史

と
風
格
あ
る
校
舎
の
た
た
ず
ま
い
に
引

き
つ
け
ら
れ
、
梅
光
学
院
に
ス
タ
ッ
フ

募
集
を
持
ち
掛
け
た
。
軽
音
楽
部
や
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
部
な
ど
の
生
徒
を
中
心
に

約
40
人
の
応
募
が
あ
り
、
出
演
や
振
り

付
け
、
作
曲
、
演
奏
、
歌
唱
、
撮
影
、

録
音
な
ど
の
担
当
を
決
め
て
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
制
作
を
進
め
た
。

仲
間
と
作
り
上
げ
る
意
義

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
の
重
要
な
部
分

を
占
め
る
劇
中
歌
づ
く
り
で
才
能
を
発

揮
し
、
主
演
も
務
め
た
正

し
ょ
う

司し

怜
美
さ
ん

（
17
）
は
、「
戦
争
の
恐
怖
や
悲
し
み
を

考
え
な
が
ら
作
曲
し
、
演
じ
、
歌
い
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
、「
特
に
同
世
代

の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
劇
場
公
開
に
期
待
を
込
め
る
。

　

上か
み

垣ご
う
ち内

愛
佳
さ
ん
（
18
）
は
、
空
襲

直
後
の
写
真
を
撮
影
し
た
の
が
曽
祖
父

の
上
垣
内
茂
夫
さ
ん
（
当
時
の
写
真
店

主
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
応
募
後
に
分
か

り
、
撮
影
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

映
画
完
成
か
ら
１
年
後
の
昨
年
11

月
、
東
京
都
多
摩
市
で
開
催
さ
れ
た
コ

ン
テ
ス
ト
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ
」
で
、
１
１
４
の
応
募
作
品
か
ら

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
参
加
の
５
作

品
に
選
ば
れ
た
。
映
画
の
配
給
・
宣
伝

を
し
て
い
る
細
谷
隆
広
さ
ん
（
61
）
の

目
に
留
ま
り
、
劇
場
で
の
公
開
が
決
ま

っ
た
。「
み
ず
み
ず
し
い
十
代
の
少
女

た
ち
の
歌
と
踊
り
に
心
を
打
た
れ
た
。

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
細

谷
さ
ん
。

 

梅
光
学
院
中
学
・
高
等
学
校
の
島
田

清
校
長
は
、「
柴
口
さ
ん
の
指
導
の
お

か
げ
も
あ
り
、
教
師
主
導
で
は
な
く
、

生
徒
自
身
の
自
由
な
発
想
を
引
き
出
す

教
育
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
し
進
め
て

い
る
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
自
信
も
芽

生
え
つ
つ
あ
る
と
感
じ
る
」
と
話
し
て

い
る
。

戦争の恐怖、悲しみ伝えたい

映画のラストシーンでは、生徒たちと重ね合わせるように上垣内茂夫さん撮影の写真が登場する

映画の東京公開を前に、記者会見に臨んだ（左から）監督の柴口さん、
主演の正司さん、助監督の竹内さん、ミュージカル部の部長として歌劇部
の部長役を演じた福田麗さん（大学1年）（６月3日、東京都文京区で）

竹内義晶 さん（高３） 助監督／作曲

助監督としてメンバーのスケジュール調整
に奔走。劇中歌も、「70歳になったら」と

「エルフ」の２曲を作った。

正司怜美 さん（高３） 
 主演・野村カンナ役／作曲

「素の演技」で主役の野村カンナを務め
た上、曲作りにも才能を発揮。「はじまり
のふたこと」など３作を作曲。「詩からメロ
ディーを作ることができ、（こちらは）メロ
ディーから詩も作ることができた」と柴口
監督も絶賛。

コメント「曲は一人一人の出演者のテーマ

ソングになっていて、その人の雰囲気とか

を考えて作りました。２回目の『はじまりの

ふたこと』では空襲写真も映されるので、

恐怖とか悲しみなども考えながら作曲しまし

た。作曲はこれからも続けていきたい」

上垣内愛佳 さん（高3） 撮影

曽祖父が下関空襲の惨状を撮影した上
垣内茂夫さんだと応募後にわかり、撮影
を担当することに。

岡本ゆうか さん（高1） 丸山小梅役

野村カンナが歌劇部室に招待された時か
ら、彼女を疎む役柄を演じる。

山口・梅光学院の生徒がキャスト、スタッフを務めた映画が劇場公開へ

　山口県下関市の私立梅光学院中学・高校の生徒がキャストやスタッフを務め、
同校を舞台に撮影されたミュージカル映画「隣人のゆくえ ─あの夏の歌声─」が、

８月に東京、横浜など全国のミニシアターで上映されることになった。

隣人のゆくえ ―あの夏の歌声―

両親が離婚した日、高校生・野村カンナ（正司怜美）は忘れ物
を取りに学校に戻る。夏休み中で生徒はいないはずが、立ち
入り禁止の旧校舎から歌声が聞こえた。歌劇部の生徒たちが
練習中だった。部室に招かれたカンナは「夏の間だけ一人の
観客になって」と頼まれるが、部員の一人、丸山小梅（岡本ゆ
うか）からは疎まれる。その理由は……（77分）

新宿K's cinema（8月12日～）など、全国で公開
特別鑑賞券 1200円
公式サイト  https://rinjinyukue.wixsite.com/rinjinnoyukue

STORY

コメント「全国公開はすごすぎて、まだ実感が

わきません。自分たち中高生が一から音楽を

作ったり、振り付けも行ったミュージカル映画

です。同世代の人たちには戦争のことを考え

るきかっけとなってもらえればと思います」

※記者会見以外の写真は柴口さん提供




